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実
に
雑
駁
な
田
口
冨
久
治
先
生
へ
の
追
想
偲
ぶ
に
も
力
量
が
必
要
と
悟
っ
た
弟
子
よ
り

マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
の
「
喪
失
」

。
●

伽
藍
が
な
お
赤
か
っ
た
と
き
Ｉ
田
口
研
究
室
へ
の
私
の
「
国
内
留
学
」

最
高
の
読
者
と
し
て
の
田
口
先
生

田
口
富
久
治
先
生
の
指
導
の
下
で
名
古
屋
で
過
ご
し
た
日
々

田
口
冨
久
治
先
生
が
私
に
く
だ
さ
っ
た
も
の

留
学
「
悲
感
」

平
和
と
い
う
遺
伝
子

遠
く
か
ら
眺
め
て
い
た
孫
弟
子
と
し
て

二
つ
の
会
で
田
口
先
生
に
教
え
ら
れ
た
こ
と

最
後
の
弟
子
と
し
て

た
と
え
そ
の
時
は
わ
か
ら
な
く
て
も

田
口
富
久
治
先
生
と
の
避
遁

浪
人
生
の
受
験
勉
強
に
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
田
口
先
生

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
時
代
の
田
口
先
生
を
垣
間
見
て
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か
け
が
え
の
な
い
友
人

田
中
浩
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

田
口
さ
ん
と
始
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
昭
和
二
九
年
の
春
頃
、
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
七
○
年
位
の
お
付
合
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
か
け
は
、
私
の

佐
賀
中
学
の
一
年
後
輩
で
尾
高
ゼ
ミ
の
丹
宗
昭
信
君
（
特
別
研
究
生
）
か
ら
、
法
学
科
の
研
究

室
に
も
の
す
ご
く
威
勢
の
良
い
人
が
い
る
の
で
、
少
し
大
人
し
く
す
る
よ
う
に
会
っ
て
み
て
く

れ
な
い
か
ｌ
丹
宗
君
は
田
口
さ
ん
の
将
来
を
心
配
し
て
そ
う
言
っ
た
と
思
い
ま
す
が
ｌ
と

い
う
の
で
法
学
部
の
助
手
室
の
「
ろ
う
か
」
の
「
長
い
す
」
で
お
会
い
し
た
の
が
最
初
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

お
会
い
し
て
見
る
と
、
ま
こ
と
に
真
面
目
な
お
人
柄
で
、
ち
っ
と
も
烈
し
い
こ
と
は
な
い
人

な
の
で
、
法
学
部
の
連
中
は
な
に
を
恐
れ
て
い
る
の
か
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
田

意
見
が
合
わ
な
い
こ
と
は
な
く
、
困
る
と
す
ぐ
に
相
談
し
て
き
ま
し
た
。
人
柄
は
真
正
直
、
勉

一
強
家
、
人
の
言
う
こ
と
は
よ
く
聞
く
、
面
倒
見
が
良
く
、
政
治
学
会
の
中
で
は
一
番
人
気
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
当
時
の
政
治
学
会
は
保
守
的
で
ず
い
分
い
じ
め
に

会
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
か
れ
は
良
く
が
ま
ん
し
て
そ
れ
に
た
え
、
た
く
さ
ん
の
お
弟
子
さ

ん
を
育
て
室
し
た
。

今
思
う
と
政
治
学
会
の
中
で
は
、
田
口
さ
ん
と
一
番
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

か
れ
の
学
問
的
業
績
や
行
動
に
つ
い
て
は
お
弟
子
さ
ん
た
ち
が
お
話
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
ら
、

わ
た
く
し
は
た
だ
、
田
口
さ
ん
の
思
い
出
だ
け
を
述
べ
ま
す
が
、
本
当
に
本
当
に
良
い
友
人
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

立
派
な
「
偲
ぶ
会
」
の
本
が
で
き
ま
す
よ
う
念
じ
て
お
り
ま
す
。

二
○
二
三
年
六
月
二
九
日
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薦
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一
Ｔ
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ｑ畢
齢
．

習
吋
凸
訂
四

１

。

●

虹

宇

叫

画

駝

日
本
政
治
学
史
と
田
口
富
久
治
先
生

一
 
東
大
闘
争
の
頃
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
の
旗
手
田
口
先
生

田
口
富
久
治
先
生
に
直
接
ご
指
導
を
受
け
た
の
は
、
一
九
七
八
年
四
月
か
ら
七
九
年
二
一
月

の
名
古
屋
大
学
法
学
部
助
手
時
代
で
あ
る
。
当
時
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
い
く
つ
か
学
術
論
文
を

書
い
て
い
た
と
は
い
え
、
正
規
の
大
学
院
も
出
て
い
な
い
民
間
出
版
社
の
一
編
集
者
で
あ
っ
た

私
を
、
国
家
公
務
員
で
あ
る
研
究
助
手
に
登
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
田
口
先
生
の
大
変
な
ご

尽
力
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
当
時
の
名
古
屋
大
学
法
学
部
の
教
授
会
・
助
手
会
・
大
学
院

生
自
治
会
の
自
治
の
伝
統
に
つ
い
て
は
、
赴
任
し
て
か
ら
知
っ
た
。
後
に
助
手
論
文
「
コ
ミ
ン

加
藤
哲
郎
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

『
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ム
の
編
成
な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
（
『
緑
会
雑
誌
』
復
刊
七
号
、
一
九
七
○
年
）
。

法
学
の
世
界
で
は
、
全
国
の
研
究
者
が
民
科
法
律
部
会
等
に
組
織
さ
れ
て
い
て
、
学
生
た
ち

も
全
国
法
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た
。
東
大
社
研
の
法
学
系
教
員

ら
を
中
心
に
、
一
九
六
七
年
に
は
民
科
法
律
学
校
と
い
う
学
生
向
け
の
連
続
講
座
が
開
講
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
法
学
部
の
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
政
治
学
志
望
の
学
生
に
は
、
丸

山
眞
男
と
い
う
「
近
代
主
義
の
巨
星
」
は
い
て
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
や
ア
メ
リ
カ
政
治

学
批
判
を
志
す
学
生
に
は
理
論
的
指
針
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
現
れ
た
の
が
、
丸
山
門
下
で
あ
り
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
を
提
唱
す
る
田

口
冨
久
治
先
生
で
、
私
た
ち
が
学
生
運
動
の
合
間
に
読
ん
だ
「
現
代
の
日
本
と
政
治
学
の
課
題
」

（
『
学
生
新
聞
』
第
三
○
八
号
、
一
九
六
八
年
一
二
月
二
五
日
号
）
が
導
き
の
糸
だ
っ
た
。
後

に
『
現
代
政
治
学
の
諸
潮
流
』
（
未
来
社
、
一
九
七
三
年
）
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
こ
の
論
文
が
、

当
時
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
政
治
学
志
望
学
生
の
パ
イ
、
フ
ル
に
な
り
、
勉
強
会
が
組
織
さ
れ

研
究
会
に
き
て
も
ら
っ
た
。
近
代
政
治
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
を
「
二
つ
の
政
治
学
の
対
抗
」
と

鮮
や
か
に
対
比
し
、
国
家
論
を
焦
点
と
す
る
理
論
化
の
方
向
を
示
し
、
行
政
学
に
ま
で
視
野
を

政
治
学
の
課
題
と
し
て
「
現
実
の
社
会
主
義
国
家
の
実
情
及
び
社
会
主
義
諸
国
家
間
の
国
際
関

係
」
を
明
示
し
た
田
口
先
生
の
論
稿
は
、
我
が
意
を
得
た
り
だ
っ
た
。
田
口
先
生
は
こ
れ
を
、

『
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
理
論
の
基
本
問
題
』
（
青
木
書
店
、
一
九
七
一
年
）
や
佐
々
木
一
郎
・

加
茂
利
男
と
の
共
著
『
政
治
の
科
学
』
（
青
木
書
店
、
一
九
七
二
年
）
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。

二
 
田
口
Ⅱ
不
破
論
争
、
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
と
日
本
政
治
学
史

一
九
七
○
年
代
初
め
に
、
私
は
大
月
書
店
編
集
部
に
在
籍
し
た
。
当
時
の
ソ
連
・
東
独
で
の

新
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
刊
行
計
画
に
あ
わ
せ
て
、
一
九
七
二
’七
三
年
東
独
に
留
学
し
た
。
私
個
人
に
と

っ
て
は
、
そ
の
東
独
で
の
現
存
社
会
主
義
体
験
が
決
定
的
で
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
現

代
世
界
を
解
け
な
い
、
現
存
社
会
主
義
の
歴
史
と
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
批
判
が
不
可
欠
だ
と
痛
感

し
た
。
帰
国
時
に
西
欧
諸
国
を
ま
わ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
西
欧
マ
ル
ク

ス
主
義
の
流
れ
に
接
し
た
の
で
、
田
口
先
生
の
ミ
リ
、
ハ
ン
ド
Ⅱ
プ
ー
ラ
ン
ザ
ス
論
争
紹
介
を
含

Ｂ
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ａ
ｌ
ｌ
Ｆ
１

４

７

１

三

Ｊ

鰯
瀧

む
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
刷
新
、
労
働
組
合
運
動
と
階
級
闘
争
ば
か
り
で
な
く
議
会
・
自
治

体
や
住
民
運
動
・
市
民
運
動
に
着
目
す
る
先
進
国
革
命
論
は
新
鮮
だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
大
月
書
店
で
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
批
判
と
先
進
国
革
命
論
の
シ
リ
ー
ズ
を
企
画

し
、
そ
の
目
玉
の
一
つ
が
、
田
口
先
生
の
「
先
進
国
革
命
と
多
元
的
社
会
主
義
」
（
大
月
書
店
、

一
九
七
八
年
）
だ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
田
口
Ⅱ
不
破
論
争
」
の
も
と
に
な
り
、
編
集
者

で
あ
っ
た
私
も
名
古
屋
大
学
助
手
に
転
じ
て
、
田
口
先
生
の
主
張
を
裏
付
け
る
歴
史
資
料
と
欧

米
文
献
収
集
を
お
手
伝
い
し
た
。
こ
の
日
本
共
産
党
と
の
多
元
的
社
会
主
義
を
め
ぐ
る
論
争
は
、

東
欧
革
命
時
に
一
緒
に
寄
稿
し
た
「
日
本
共
産
党
へ
の
手
紙
』
（
教
育
史
料
出
版
会
、
一
九
九

○
年
）
で
は
、
私
自
身
が
共
産
党
の
集
中
的
批
判
の
対
象
と
さ
れ
た
。
ソ
連
崩
壊
後
に
共
産
党

は
丸
山
眞
男
批
判
に
踏
み
込
み
、
田
口
先
生
も
共
産
党
系
政
治
学
と
の
訣
別
を
き
っ
ぱ
り
と
表

明
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
○
年
以
上
経
っ
て
、
最
近
の
日
本
共
産
党
の
政
治
的
・
組
織
的
衰
退
と

「
民
主
集
中
制
」
を
め
ぐ
る
除
名
騒
ぎ
を
見
る
と
、
田
口
Ⅱ
不
破
論
争
は
、
二
○
世
紀
末
に
は

決
着
が
つ
い
て
い
た
、
田
口
先
生
の
先
見
性
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
。

田
口
先
生
が
名
古
屋
大
学
か
ら
立
命
館
大
学
に
移
り
、
私
は
一
橋
大
学
で
旧
ソ
連
秘
密
文
書

か
っ
て
の
弓
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
と
近
代
政
治
学
の
対
抗
」
か
ら
、
む
し
ろ
丸
山
眞
男
を
中

心
と
し
た
広
義
の
近
代
政
治
学
史
の
展
開
の
中
に
、
か
っ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
の
課
題
と

し
た
問
題
群
へ
の
応
答
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
雑
誌
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」

等
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
変
容
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
・
フ
ー
ラ
ン
ザ
ス
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
、
オ

ッ
フ
ェ
、
ギ
デ
ン
ス
ら
の
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
議
論
を
採
り
入
れ
る
方
向
で
、
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
シ
主
義
と
は
訣
別
し
、
丸
山
政
治
学
と
の
接
合
が
試
み
ら
れ
た
。
私
自
身
も
、
グ

ラ
ム
シ
を
基
底
に
お
き
つ
つ
、
同
じ
方
向
で
の
理
論
構
築
を
め
ざ
し
た
（
加
藤
『
二
○
世
紀
を

越
え
て
』
二
○
○
一
年
、
『
情
報
戦
の
時
代
』
二
○
○
七
年
、
花
伝
社
）
◎

晩
年
の
田
口
先
生
か
ら
は
、
柄
谷
行
人
の
交
換
様
式
論
な
ど
マ
ル
ク
ス
主
義
の
新
展
開
と
そ

の
評
価
に
つ
い
て
時
折
問
合
せ
を
受
け
た
。
も
う
少
し
長
く
お
元
気
だ
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
斎

藤
幸
平
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
社
会
主
義
が
俎
上
に
の
ぼ
り
、
「
読
書
ノ
ー
ト
」
が
書
か
れ
た
だ
ろ
う
ｏ

三
民
族
派
政
治
学
の
台
頭
に
、
田
口
先
生
な
ら
ど
う
応
え
た
だ
ろ
う
か

一
一
酔
畢
卦
副
一
卦
一
劃
耐
一
画
卦
一
動
副
副
動
動
罰
副
副
副
酔
副
耐
謝
謝
釧
剛
吋
瑚
野
痴
泄
侭
耐
吟
砕
唖
い
ま
や
言
泓
印
可
津
Ｊ
鐸
…
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識
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錨

一

こ
う
し
た
日
本
政
治
学
史
の
最
先
端
で
の
田
口
先
生
の
探
求
と
自
省
の
歩
み
を
後
追
い
し
て

き
た
も
の
の
、
田
口
先
生
の
ご
逝
去
と
私
自
身
の
大
病
を
経
て
、
一
つ
の
見
落
と
し
に
気
が
つ

い
た
。
そ
れ
は
、
田
口
先
生
が
丸
山
政
治
学
の
い
わ
ば
左
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
を
志
し

た
朝
鮮
戦
争
期
に
、
丸
山
政
治
学
よ
り
右
に
、
民
族
主
義
的
・
国
家
主
義
的
政
治
学
を
志
し
た

保
守
的
学
生
グ
ル
ー
プ
「
土
曜
会
」
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
が
近
年
台
頭
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

学
生
土
曜
会
は
、
東
大
法
学
部
生
を
中
心
に
一
九
五
○
年
に
創
設
さ
れ
、
卒
業
生
の
指
導
に
よ

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
ら
し
い
。
民
主
主
義
科
学
者
協
会
や
選
挙
制
の
日
本
学
術
会
議
に
対
抗

し
、
反
共
・
親
米
の
世
論
づ
く
り
と
日
本
の
再
軍
備
・
核
武
装
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。

東
大
土
曜
会
と
は
、
佐
藤
内
閣
の
沖
縄
返
還
交
渉
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
国
際
政
治
学

者
若
泉
敬
、
警
察
官
僚
の
佐
々
淳
行
、
い
わ
ゆ
る
現
実
主
義
派
の
活
躍
の
場
で
あ
っ
た
『
中
央

公
論
』
編
集
長
粕
谷
一
希
ら
が
、
共
産
党
系
学
者
の
大
学
へ
の
浸
透
、
南
原
繁
学
長
の
全
面
講

和
論
等
に
対
抗
し
て
創
設
し
た
、
保
守
派
・
民
族
派
の
理
論
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
志
垣
民

郎
岸
俊
光
閃
閣
調
査
室
秘
録
ｌ
戦
後
思
想
を
動
か
し
た
男
罠
文
春
新
書
、
二
Ｇ
-九

》
一
九
五
○
年
の
創
設
か
ら
八
○
年
代
ま
で
存
続
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
政
治
思
想
史
の
坂
本

多
加
雄
や
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
作
る
会
、
日
本
会
議
へ
の
流
れ
を
う
み
だ
し
た
。
香
山
健

一
・
西
部
遇
・
佐
藤
誠
三
郎
・
公
文
俊
平
・
山
崎
正
和
ら
と
直
接
・
間
接
に
結
び
つ
き
、
北
岡

伸
一
・
御
厨
貴
ら
を
研
究
会
に
取
り
込
ん
で
、
大
学
の
み
な
ら
ず
、
内
閣
情
報
調
査
室
や
各
官

庁
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
大
手
メ
デ
ィ
ア
・
出
版
界
に
人
材
を
送
り
込
ん
で
き
た
ら
し
い
。

詳
し
く
は
、
志
あ
る
若
い
研
究
者
が
、
二
○
一
七
年
に
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
入
っ
た

「
福
留
民
夫
氏
旧
蔵
若
泉
敬
関
係
文
書
」
「
土
曜
会
資
料
」
、
そ
れ
に
つ
い
最
近
公
開
が
始
ま
っ

た
岸
俊
光
編
「
志
垣
民
郎
旧
蔵
オ
ン
ラ
イ
ン
版
内
調
資
料
」
（
丸
善
雄
松
堂
）
な
ど
に
よ
っ

て
、
ぜ
ひ
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

も
っ
と
も
田
ｕ
先
生
は
、
『
戦
後
日
本
政
治
学
史
』
の
前
に
『
日
本
政
治
学
史
の
源
流
Ｉ

小
野
塚
喜
平
次
の
政
治
学
』
（
未
來
社
、
一
九
八
五
年
）
を
書
い
て
い
た
。
自
ら
は
『
丸
山
眞

男
と
マ
ル
ク
ス
の
は
ざ
ま
で
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
○
○
五
年
）
と
い
い
つ
つ
、
小
野
塚

喜
平
次
か
ら
吉
野
作
造
・
南
原
繁
・
丸
山
眞
男
ら
戦
後
日
本
政
治
学
の
主
流
に
連
な
る
流
れ
ば

、酸.̅'溝瑠器蝉̅号 壼宰茸左言言
吾舎､;ｳ，(‘‘噌・､『､5玲一乱一一■ｮ■.E守圭子 呂麓， 言う壽寺琴
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か
り
で
は
な
く
、
蝋
山
政
道
を
媒
介
に
、
神
川
彦
松
・
矢
部
貞
治
ら
の
傍
流
を
も
視
野
に
収
め

て
い
た
。
土
曜
会
の
存
在
自
体
は
知
ら
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
日
本
の
政
治
学
の
「
来
歴
」
か
ら
、

民
族
派
政
治
学
や
日
本
会
議
へ
の
逆
流
の
可
能
性
を
も
、
見
出
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
も
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
二
○
二
三
年
二
月
二
五
脚
）

，
．
Ｂ
７
＄
１
．
ｒ
，
１
１
-
ｊ
詞
１
１
０
-
-
胃
ｊ
-
Ｊ
、
別
-
匙
及
、
二
脚
Ｕ
Ｊ
ｉ
Ｔ
。
。
，
；
７
ｉ
ｏ
Ｂ
１
Ｌ
ｑ
ｒ
．
。
：
ｈ
ｌ
ｈ
４
ｃ
２
４
イ
ゲ

編
集
後
記

本
書
は
、
一
一
○
一
三
年
五
月
二
三
日
に
故
人
と
な
っ
た
田
口
富
久
治
先
生
に
思
い
を
致
し
、

ご
友
人
や
ご
同
僚
、
弟
子
筋
の
方
な
ど
生
前
に
ご
縁
の
あ
っ
た
皆
さ
ま
か
ら
、
先
生
の
思
い
出

を
寄
せ
種
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

戦
後
日
本
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
の
建
設
を
率
先
し
て
切
り
開
か
れ
た
先
生
は
、

多
方
面
に
わ
だ
り
顕
著
な
学
術
研
究
を
ご
発
表
さ
れ
、
学
界
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
ま
し

た
。
後
続
研
究
者
に
対
す
る
情
熱
的
な
教
育
指
導
や
、
論
壇
等
に
お
け
る
精
力
的
な
社
会
活
動

も
よ
く
知
ら
れ
た
一
面
で
す
。
先
生
の
歩
み
は
、
日
本
の
戦
後
政
治
学
史
に
お
け
る
一
つ
の
大

き
な
軌
跡
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
九
一
年
に
お
よ
ぶ
先
生
の
足
跡
に
敬
意
を
払
い
、
哀
悼

を
表
す
る
と
と
も
に
、
記
憶
と
記
録
に
留
め
る
た
め
、
追
悼
集
を
発
刊
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
す
。

１
１
１
１
１

型
・
-
！
-
・
呉
１
１
４
叩
岫
叩
Ｍ
ｋ
Ｉ
ト
ー
院
ロ
ー
●
ｌ
ｉ
ｄ
砧
６
屯
-
６
ｒ
雲
-
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
卜

ｌ
ｌ
ｈ
Ｉ
Ⅱ
ド
ー
ー
ド
１
１
冊
Ｉ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
朏
川
川
川
川
鵬
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剛
剛
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川
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州
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腱
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州
川
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州
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川
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川
川
川
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川
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…
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Ⅱ
Ⅱ
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ｆ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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１
１
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ｒ
ｌ
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先
生
が
ご
自
身
の
来
歴
を
回
顧
し
た
も
の
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
わ
た
し
の
読
書
へ
ん
れ
き
」
（
住
井
す
ゑ
・
宮
原
誠
一
・
小
川
太
郎
・
東
上
高
志
編
『
世

に
出
て
い
く
君
た
ち
に
第
四
巻
』
汐
文
社
、
一
九
六
六
年
）

「
私
の
個
人
史
と
マ
ル
ク
ス
主
義
」
（
古
在
由
重
編
『
知
識
人
と
現
代
ｌ
研
究
者
の
記
遅

青
木
書
店
、
一
九
七
七
年
）

「
私
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
政
治
学
ｌ
田
口
富
久
治
先
生
に
聞
く
」
（
聞
き
手
中
谷
義
和
・

小
野
耕
二
・
後
房
雄
、
『
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
』
一
五
五
号
、
’九
九
四
年
）

「
私
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
政
治
学
Ｉ
名
古
屋
大
学
最
終
講
義
か
ら
」
（
『
解
放
と
自
己
実
現

の
政
治
学
』
近
代
文
藝
社
、
一
九
九
五
年
）

「
思
い
出
す
ま
ま
に
㈲
〜
伽
完
」
（
『
象
」
三
七
〜
四
一
、
四
三
〜
四
五
号
、
二
○
○
○
〜
○

三
年
）
※
本
書
所
収

「
五
○
年
の
研
究
生
活
を
振
り
返
っ
て
Ｉ
い
ま
思
う
こ
と
」
（
『
丸
山
眞
男
と
ｘ
ク
ス
と

の
は
ざ
ま
で
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
○
○
五
年
）
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明
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酔

皿

叩

こ
の
う
ち
「
思
い
出
す
ま
ま
に
」
は
本
書
に
再
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
『
戦
後
日
本
政
治
学

史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
一
年
）
を
は
じ
め
、
ご
著
作
や
ご
論
考
の
は
し
ば
し
に
先

生
の
生
き
た
時
代
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
私
た
ち
の
知
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
書
は
こ
れ
ら
と

並
び
、
関
係
者
の
視
点
か
ら
先
生
の
い
ろ
い
ろ
な
横
顔
を
書
き
と
め
る
記
録
と
し
て
の
意
味
も

も
つ
も
の
で
す
。

本
書
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
す
。
ご
逝
去
の
約
一
ヶ
月
後
の
六
月
一
三
日
、
編
者
三
人
は

追
悼
す
る
た
め
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

編
者
の
う
ち
、
田
村
は
先
生
の
名
古
屋
大
学
時
代
の
最
後
の
学
部
ゼ
ミ
生
で
あ
り
、
孫
弟
子
に

■
 
“■
 
二
一

あ
た
り
萱
す
。
大
園
は
晩
年
の
先
生
と
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
酒
井
は
田
村
の
名
古

屋
大
学
大
学
院
の
元
指
導
生
で
あ
り
、
日
本
政
治
学
史
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
打
合
せ
で
は

お
別
れ
の
会
、
追
想
集
、
旧
蔵
文
書
の
保
存
な
ど
に
つ
い
て
素
案
を
議
論
し
ま
し
た
が
、
な
お

よ
く
検
討
す
る
た
め
と
の
日
は
散
じ
ま
し
た
。

最
初
の
動
き
は
追
悼
会
の
開
催
で
す
。
九
月
、
中
谷
義
和
先
生
か
ら
「
田
口
先
生
の
追
悼
会

を
開
催
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と
田
村
に
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
一
○
月
一
日
、
龍

谷
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
政
治
学
会
大
会
の
会
場
に
お
い
て
田
村
、
酒
井
、
中
谷
先
生
の
間
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罹調》畢声
魯
巴

で
打
合
せ
が
も
た
れ
、
田
村
を
中
心
と
し
て
偲
ぶ
会
の
開
催
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ご
遺
族
に
会
の
開
催
に
つ
い
て
ご
了
解
を
い
た
だ
き
、
約
半
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
二
○

二
三
年
五
月
六
日
に
名
古
屋
・
池
下
の
ホ
テ
ル
ル
ブ
ラ
王
山
に
お
い
て
、
三
○
人
以
上
の
関
係

者
や
ご
遺
族
の
ご
出
席
を
得
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
「
田
口
冨
久
治
先
生
を
偲
ぶ
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
先
生
の
思
い
出
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
得
難
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

本
書
は
同
会
の
延
長
で
も
あ
り
ま
す
。
会
に
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ
た
方
も
含
め
て
、
先
生

の
思
い
出
を
募
り
、
追
悼
集
と
い
う
形
で
記
録
に
留
め
た
い
と
考
え
、
私
た
ち
は
六
月
か
ら
関

係
の
皆
さ
ま
宛
に
、
出
版
費
用
の
ご
寄
附
と
ご
寄
稿
を
依
頼
し
ま
し
た
。
ご
快
諾
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
の
至
ら
な
さ
か
ら
、
本
来
ご
寄
稿
を
依
頼
す
べ
き
方
が

漏
れ
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
ま
す
。
本
書
の
出
版
費
用
は
、
巻
末
に
掲
載
し
た
寄
附
者
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り
賄
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
偲
ぶ
会
事
務
局
の
活
動
と
し
て
並
行
し
て
行
っ
た
、
先
生
の
旧
蔵
文
書
の
保
存
に
つ

い
て
も
こ
こ
で
付
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
先
生
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
関
係
者

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
六
，
三
七
五
冊
（
和
書
五
，
四
○
三
冊
、
洋
書
九
七
二
冊
）
が
愛
知
学
院

大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
、
二
○
一
二
年
に
「
田
口
文
庫
」
が
開
設
さ
れ
て
い
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た
。
発
送
・
寄
贈
作
業
は
一
○
月

で
快
諾
い
た
だ
い
た
同
セ
ン
タ
ー

々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
偲
ぶ
会

-し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
『
象
』
誌

巳
と
に
お
礼
い
た
し
ま
す
。
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